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 ロシア連邦国家統計局は先日、2014年の同国の地域総生産の統計を発表した。地域総生産は

国内総生産（GDP）を地域別（州などのレベル）にブレークダウンしたものだが、GDPよりも発表が遅い

ので、このほどようやく2014年の数字が発表されたというわけである。そこで今回の速報では、この最

新データを図表にまとめてご紹介する。なお、図表１では地域総生産のデータが現地通貨ルーブル

で示されているが、2014年の年平均レートは、１ドル＝38.0ルーブル、１ルーブル＝2.78円であった。 

 さて、今回の地域総生産統計で、最大のトピックは、初めてクリミアが登場したことだろう。周知のと

おり、ロシアは2014年３月にウクライナ領クリミアの併合を強行しているが、むろん国際的な承認は得

られていない。ただ、クリミアがロシアの統計上、どのように位置付けられるかは興味深いところなので、

本速報でもクリミアのデータを参考値として掲載することにする。図表１に見るように、地域の豊かさを

表す住民１人当たり地域総生産の指標で、クリミアのセヴァストポリ市は最下位、クリミア共和国も下

から２番目になっている。また、クリミア連邦管区の総生産が連邦全体に占めるシェアは、0.26％に

すぎない。以前からロシアとウクライナの経済格差が指摘されていたが、ウクライナに属してきたクリミ

アの数字がロシアの地域総生産統計に今回初めて反映されたことによって、その現実が浮き彫りと

なった。 
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